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抗菌性試験結果報告書 
 
貴社ご依頼の試料に対する試験結果は下記の通りです。 
 
１． 目的 

貴社ご提供試料菌滅 A コート品（抗ウイルス剤添加）の抗菌効果を検証する。 
 

２． 依頼者 
株式会社 1Line 齋藤様 
 

３． 実施日 
2021 年 4 月 20 日～2020 年 4 月 23 日 
 

４． 試料 
・滅菌 A コート品（リファレンス）  
・滅菌 A コート品（抗ウイルス剤添加）   
計 2 サンプル 
 

５．試験内容（JIS Z2801:2010 に準拠） 
５－１ 試験概要 

・試験菌：大腸菌（Escherichia coli, NBRC 3972） 
・静置条件：35℃、24 時間 
・洗い出し液：SCDLP 培地 
・生菌数測定法：混釈平板培養法（標準寒天培地） 

 
５－２ 試験操作 

a) サンプル片（5 cm×5 cm）をシャーレ底面に貼り付けた。 
b) 菌液 400 μL をサンプル片上に接種し、PET フィルム（4×4 cm）を被せた。 
c) 35℃下で 24 時間静置した。 
d) 洗い出し液 10mL を添加し、ピペッティングにて菌を洗い出した。 
e) 洗い出し液中の生菌数を寒天培地中のコロニー数により測定した。 

 
 

http://www.e-timing.ne.jp/tsa/index_product_info.html


６．試験結果  
６－１. 大腸菌に対する抗菌効果 

検出限界 < -0.20                                                         (N=3) 
 
【試験成立条件の判定】 
 ・無加工試験片の接種直後の生菌数の対数値について、次の式が成立する。 
    (Lmax－Lmin)/Lmean≦0.2 
       Lmax：生菌数対数値の最大値 
      Lmin：生菌数対数値の最小値 
      Lmean：3 検体の試験片の生菌数対数値の平均値 

⇒ 滅菌 A コート品（リファレンス） ： 0.0075 成立、 
 ・無加工試験片接種直後の生菌数平均値が 6.2×103~2.5×104CFU/㎠。 

 ⇒ 滅菌 A コート品（リファレンス） ：9.0×103 CFU/㎠ 成立、 
 ・無加工試験片の 24 時間後の生菌数が３検体すべて 62 CFU/㎠以上（ただし、無加工試

験片がフィルムの場合 6.2×102 CFU /cm2以上）。 
 ⇒ 滅菌 A コート品（リファレンス） ：9.8×105 CFU/㎠以上 成立、 

 
  

試料 静置時間 
生菌数 

（log CFU/㎠） 
抗菌活性値 

滅菌 A コート品 
（リファレンス） 

24 時間 

6.02 － 

滅菌 A コート品 
（抗ウイルス剤添加） 

1.74  4.3 

滅菌 A コート品 
（リファレンス） 

0時間 3.95 － 

初期菌数 － 3.87 － 



【評価基準】  
・生菌活性値：R = (Ut－U0)－(At-U0)＝Ut－At 

U0：無加工試験片の接種直後の 3 検体の生菌数の対数値の平均値  
Ut：無加工試験片の接種より 24 時間静置後の 3 検体の生菌数の対数値の平均値 
At：抗菌加工試験片の 24 時間静置後の 3 検体の生菌数の対数値の平均値 
 

 
 

 
抗ウイルス剤添加品において、24 時間感作後の大腸菌生菌数は 1.74 log CFU/㎠となり、

抗菌活性値は 4.3 となった。 
 

以上 




